
地方創生臨時交付金の活用状況について

6 B&G海洋センター更
衣室換気扇設置

教育費 保健体育費 体育施設費 海洋センター
管理経費

99,000 99,000

換気扇設置工事99,000円
合計　99,000円

新型コロナウイルス感染拡大防
止対策として、施設内の更衣室
に換気扇を設置し、施設利用者
に対する感染拡大を防止する。

施設利用者の安全安心、感染
症防止に努め、施設利用者の
感染者はゼロであった。

教育課

8 （空き番号）

1 教育課

2 教育課

令和３年度新型コロナウイルス感染症対応

担当課№ 事業の名称 款 項 目 細目 総事業費
（円）

交付金充当
（円）

事業費 事業目的 結果・効果

小・中学校５科目のタブレッ
トドリルを購入し、新型コロ
ナウイルス感染症拡大等の緊
急時に生徒児童が家庭にいて
も学習を継続できる環境を整
備できた。

教育振興費教育振興費教育総務費教育費
学校給食安心安全事
業（学校給食費無償
化事業）

新型コロナウイルス感染症の影
響により生じた家計の負担軽減
を図る。

小・中学校生徒277人に対し
て、学校給食費の無償化に取
り組み、子育て世帯に対する
経済的負担の軽減を図ること
ができた。また、保護者に対
し同事業の満足度アンケート
を実施し、赤阪小学校では、
96.8％、千早小吹台小学校で
は、100％、村立中学校で
は、95.4％の保護者から満足
という意見があった。

小学校１～３年
＠3,600円×22人×1カ月＝79,200円
※小学校１年の4月のみ3,600円（22人）
＠4,700円×51人×1カ月＝239,700円
＠4,700円×73人×10カ月＝3,431,000円
小学校４～６年
＠4,800円×101人×11カ月＝5,332,800円
中学校１～２年
＠5,800円×69人×11カ月＝4,402,200円
中学校３年
＠5,300円×34人×11カ月＝1,982,200円

計15,467,100円
牛乳停止者分、-10,409円
合計　15,456,691円

15,456,69115,456,691

タブレットケース購
入事業

382,800教育指導費教育指導費教育総務費教育費

小・中学校にタブレットケー
スを300個購入し、新型コロ
ナウイルス感染症拡大等の緊
急時に生徒児童が安全に家庭
に持ち帰れる環境を整備し
た。
結果、タブレット端末の故障
率が1割以下と故障の軽減に
もつながった。

コロナ禍における学習保障及び
GIGAスクール構想の一環で、児
童生徒１人１台のタブレット端
末を安全に家庭へ持ち帰れるよ
うタブレットケースを購入。

タブレットケース
＠1,160×300個×1.1＝382,800円
合計　382,800円

382,800
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(小)教育振興
費
(中)教育振興
費

小学校費
中学校費

教育費タブレットドリル購
入事業

3 教育課

小学校分5科目セット ライセンス使用料
（対象175人）　401,500円
中学校分5科目セット ライセンス使用料
（対象103人）　231,990円
合計　633,490円

633,490633,490教育振興費
教育振興費

教育課

新型コロナウイルス感染防止
対策や家庭学習の環境整備に
より学校教育活動の円滑な運
営を支援できた。結果、児童
生徒及び教職員の感染につい
ても最小限に留め、学校運営
にも影響が出なかった。

学校教育活動の円滑な運営を支
援するために必要となる消耗
品、備品を購入し新型コロナウ
イルス感染症対策に努める。

①感染症対策等の学校教育活動継続支援事
業
消耗品（消毒液等）
赤阪小学校101,190円、千早小吹台小学校
101,147円、中学校101,196円
備品購入費
プロジェクタ　赤阪小学校（1台）
212,300円　千早小吹台小学校・村立中学
校（各2台）　431,200円
マグネットスクリーン（赤阪小学校・千早
小吹台小学校　各5台、村立中学校　4台）
311,080円
指導用タブレット（３校×3台）798,910円
総合百科事典（1セット）　132,000円×3
校＝396,000円
②学校等における感染症対策等支援事業
タブレット端末持ち帰り用ACアダプタ（各
校50本）　223,850円×３校＝671,550円
合計　3,124,573円
※補助金1,533,000円※国庫補助対象事業
費を上回る58,573円については村単独費用

1,533,0003,124,573

教育指導費
一般管理経費
学校維持管理
経費

教育指導費
(小)学校管理
費
(中)学校管理
費

教育総務費
小学校費
中学校費

教育費学校保健特別対策事
業費補助金
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コロナ禍でも、家庭学習の充実
や児童生徒の学力の基礎・基本
の底上げを図るため、GIGAス
クール構想の一環で、児童生徒
１人１台のタブレット端末を活
用し、家庭学習が円滑に行える
ようタブレットドリル（５科
目）を購入。

保健センター内福祉
課事務室拡充に伴う
附帯工事

事務室（点字ブロック再配置工、ブライン
ド設置工、照明改修工、電源配置工、LAN
配置工、1階から3階LAN配線工、共通仮設
工事、諸経費、消費税）
2,326,500円
自動ドア（抗ウイルスフィルム貼付け作業
／自動ドア装置更新工事（玄関 外側、内
側・診療所出入口）／消費税）
1,741,300円
合計　4,067,800円

4,067,8004,067,800

消耗品費
ＣＯ2センサー 30台 248,490円、非常用排
便収納袋　35箱  837,540円
アルミ折りたたみマット100枚 96,800円、
マスク２万枚 85,800円、消毒液 78,955円
消毒液用ボトル15,074円、情報提供用用紙
15,629円、啓発用ラミネートフィルム
17,673円
飛沫防止パーテーション 300,696円
庁用器具費
パーソナルテント　2×3間 10張り、3×5
間　3張り 3,840,100円
マンホールトイレ 18基 1,603,800円
間仕切りテント 401,390円、ベルトパー
テーション 18本 265,100円
ジョイントマット1,221,000円
合計　9,028,047円

・避難所における避難所生活で
の感染症拡大を防止するため
に、必要な備品等を整備するこ
とで、災害発生時においての感
染拡大を防止する。
・備品等を整備することによ
り、災害時の密を防止し、感染
率を軽減する。

備品等を購入することによ
り、密を防ぎ感染対策もで
き、村民及び職員の感染防止
に寄与した。

危機管理課9,028,0479,028,047災害対策費災害対策費消防費消防費防災備蓄整備事業

新型コロナウイルス感染症の拡
大防止のため、予防対策に必要
となる資機材整備を行い、来訪
者が安全かつ安心して利用でき
る環境整備を目的に実施する。
また、事業を実施することによ
り、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止及び当該施設を
利用する者が安心かつ安全に利
用できる環境整備をする。

新型コロナウイルス感染症感
染拡大防止及び施設利用者が
安心かつ安全に利用できる環
境整備ができた。

福祉課

人流による自動ドアでの接触
感染の感染リスクを抑え、保
健センターでの新型コロナウ
イルス感染によるクラスター
の発生を「0」に抑えた。ま
た、事務室内での職員間の
ソーシャルディスタンスを確
保し、更なる新型コロナウイ
ルス感染予防を図ることがで
きた。

健康課、福祉課の2課が配置さ
れる事務フロアは、職員総勢22
名がスペースの都合で密集して
いた。これを改善するため、既
存応接スペースを事務スペース
に転換し、職員同士のソーシャ
ルディスタンスの改善を図る。
また、事業を実施することによ
り職員間のソーシャルディスタ
ンスを確保し、更なる新型コロ
ナウイルスの感染予防を図るこ
とができる。また、保健セン
ターの玄関 外側、内側及び診
療所出入口の3か所の自動ドア
について、新型コロナウイルス
感染対策におけるドア面の抗ウ
イルスフィルムによるコーティ
ング加工及び換気のための自動
作動部の改修の工事を施す。

社会福祉関係
経費
保健センター
関係経費

社会福祉総務
費
保健衛生総務
費

社会福祉費
保健衛生費

民生費
衛生費

10
公共施設指定管理事
業者コロナ対策支援
事業

民生費 社会福祉費 老人福祉費
その他老人福
祉関係経費

617,396 617,396

機械器具費
非接触型スピードAIサーモタブレット（15
インチ）購入・設置費275,000円×2台（い
きいきサロンくすのき・やまゆり）＝
550,000円
足踏み式消毒台購入費・設置費用12,540円
×2台（いきいきサロンくすのき・やまゆ
り）＝25,080円
消耗品費
消毒液詰め替え用購入費（１缶１８L）
9,720円×3缶＝29,160円
デスクサイドラック6,578円×2台（いきい
きサロンくすのき・やまゆり　玄関各１
台）＝13,156円
合計　617,396円
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教育課

児童、生徒37名が参加し、日
常生活での簡単な英会話能力
の取得、自分の考えや意見を
英語で伝える能力の向上に寄
与することができた。

コロナ禍により海外派遣事業を
中止した。その代替として、日
常生活における英会話能力の取
得、また自分の考えや意見を英
語で伝える能力の取得をめざ
し、すべての児童生徒が参加で
きる体験型英語教育施設を活用
した事業を実施。

体験型英語教育施設（キッザニア甲子園）
に係る経費
バス運行　77,000円、バス高速代　6,890
円
駐車料　3,300円、入場料　229,610円
合計　316,800円

316,800316,800教育指導費教育指導費教育総務費教育費体験型英語教育事業4

福祉課
健康課



担当課№ 事業の名称 款 項 目 細目
総事業費
（円）

交付金充当
（円）

事業費 事業目的 結果・効果

12 保育対策事業費補助
金 民生費 児童福祉費 児童措置費

教育・保育施
設等経費

500,000 250,000

新型コロナウイルス感染症対策支援事業と
して実施するために必要な経費を補助
合計　500,000円

保育教育活動の円滑な運営を支
援するために必要となる備品を
購入し感染症対策に努める。

新型コロナウイルス感染防止
対策により保育教育活動の円
滑な運営を支援できた。結
果、園児及び教職員の感染に
ついても最小限に留め、園の
運営にも影響が出なかった。 教育課

15 庁内電話システム整
備事業

総務費 総務管理費 財産管理費 庁舎維持管理
費

10,890,000 10,890,000

ＰＨＳ150台、アンテナ18箇所設置、
工事費用
合計　10,890,000円

職員に１人１台ＰＨＳを配布
し、固定電話の利用による職員
同士の接触機会を減らし、職場
内における新型コロナウイルス
の感染拡大を防止する。

ＰＨＳを職員１人１台配布し
たことにより、飛沫感染予防
や接触機会の低減等、職員間
の感染防止に寄与した。

総務課

16 庁舎内空調設備整備
事業 総務費 総務管理費 財産管理費

庁舎維持管理
費

1,314,500 1,314,500

エアコン ２台
冷媒分岐管、工事費・諸経費、消費税
合計　1,314,500円

庁舎における定期的な換気に伴
う温度変化の対策として、庁舎
内の適切な温度管理を図り空気
を循環させ感染防止のため庁舎
内の窓口（住民課、税務課フロ
ア）に空調設備の整備を行う。

不特定多数が利用するフロア
の空調整備により、換気時で
も適切な温度管理をできるよ
うになり、来庁者や職員の感
染予防対策として環境を整備
できた。 総務課

17 議場有線マイクシス
テムの導入① 議会費 議会費 議会費 議会運営費 10,056,000 10,056,000

無線マイクロホンシステム購入費
会議用マイク30台
会議用マイク附属品等
無線システム
合計　10,056,000円

新型コロナウイルス感染症の拡
大防止対策として、議会で使用
するマイクを1人1台導入するこ
とで、接触機会の低減を図る。
また、マスク着用により聞き取
りにくい発言などの問題を解消
し、会議をスムーズに進める。

マイクシステム導入により、
飛沫防止予防や接触機会の低
減が図れ、議員、職員、傍聴
人間の感染防止に寄与した。

議会事務局

18 庁舎内感染防止事業 総務費 総務管理費 財産管理費 庁舎維持管理
費

702,900 702,900

清掃業務委託
千早赤阪村役場　23,430円×10カ月＝
234,300円
保健センター　46,860円×10カ月＝
468,600円
合計　702,900円

新型コロナウイルス感染症のリ
スク低減に向け、これまでシル
バー人材センターに委託してい
た庁舎及び保健センターの清掃
業務を清掃専門業者に委託す
る。

不特定多数が利用する庁舎・
保健センターのフロア・トイ
レの清掃・消毒を清掃専門業
者が徹底して行い、来庁者や
職員の感染予防対策として環
境を整備できた。

総務課

19 コロナ対策観光復興
事業 商工費 商工費 観光費 観光振興費 1,404,665 1,404,665

道の駅「ちはやあかさか」施設維持管理費
1,168,365円
奉建塔周辺草刈業務委託料 186,300円
奉建塔遊歩道修繕費　50,000円
合計　1,404,665円

観光施設の新型コロナウイルス
感染症防止対策による観光施設
のトイレ清掃強化や施設の整備
を行い、新型コロナウイルス感
染症の影響で落ち込んだ観光事
業を活性化させる。

道の駅「ちはやあかさか」の
トイレ、駐車場の清掃を強化
し、新型コロナウイルス感染
症の感染リスクを低減するこ
とができた。また、奉建塔周
辺施設を整備することで、よ
り良い空間を提供することが
でき、観光事業の活性化に寄
与した。

観光産業
振興課

21 議場有線マイクシス
テムの導入②

議会費 議会費 議会費 議会運営費 449,000 449,000

無線マイクロホンシステム購入費
会議用マイク30台
会議用マイク附属品等
無線システム
合計　449,000円

新型コロナウイルス感染症の拡
大防止対策として、議会で使用
するマイクを1人1台導入するこ
とで、接触機会の低減を図る。
また、マスク着用により聞き取
りにくい発言などの問題を解消
し、会議をスムーズに進める。

マイクシステム導入により、
飛沫防止予防や接触機会の低
減が図れ、議員、職員、傍聴
人の感染防止に寄与した。

議会事務局

96,012,574 94,171,001

ポスター等印刷　361,350円
ポイント還元額13,731,593円
合計　14,092,943円

14,092,943

企画課7,737,169

キャッシュレス決済
ポイント還元消費喚
起事業
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システムの導入により、紙媒
体での書類提出を廃止したこ
とで、職員間の接触機会を低
減できた。

秘書課

出退勤（タイムカード）、各種
届出を紙媒体で管理すること
は、職員同士の接触機会（書類
提出、決裁）の増加や複数人で
同一の紙を触れることにより、
新型コロナウイルス感染症への
感染リスクが高まることから、
電子申請により職員間の接触機
会を減らすことで、新型コロナ
ウイルス感染症への感染リスク
を減らす。

システム構築、出退勤用機器等導入に伴う
委託料
合計　10,912,000円

10,912,00010,912,000人事管理費一般管理費総務管理費総務費
出退勤等電子化導入
事業
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14,092,943経済活性化支
援事業

商工業振興費商工費商工費
観光産業
振興課

キャッシュレス決済の導入店
舗が大幅に増え、非接触型販
売による感染リスクを低減す
ることができた。また、想定
していた以上の還元額であ
り、村内での消費喚起の効果
は充分にあった。

村内での消費喚起とキャッシュ
レス決済の普及による消費者の
利便性向上を図るとともに、非
接触型販売による感染リスクの
低減をめざす。キャッシュレス
決済の導入が進み、消費者の利
便性が向上するとともに、村内
事業者の売上向上、また事業終
了後においても、非接触型販売
による感染リスクの低減につな
がる。

土木費お出掛け支援事業22

庁内LGWAN端末無線
化事業
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情報を提供する際に、情報を
印字したものを提供できるよ
うに切り替えたことで、窓口
での接触等を低減させ、新型
コロナウイルス感染症拡大防
止を図ることができた。

森林計画図や森林簿などの森林
の基本情報を一元的にとりまと
め、台帳情報として管理してい
る。
林業事業体等に情報を提供する
際に、端末を操作し、表示情報
を手書きでメモしていたものか
ら、情報を印字したものを提供
できるように切り替え、窓口で
の接触等を低減させ、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止を図
る。

林地台帳整備委託料
合計　685,300円

685,300685,300森林整備事業
費

林業振興事業
費

林業費農林水
産業費

林地台帳整備事業20

7,737,169
内部情報系経
費
広報経費

電子計算費
文書広報費

総務管理費総務費

無線LANアクセスポイント14台
1,325,940円
無線機用ACアダプター14台　100,100円
インテリジェントL2スイッチ8台 839,520円
インテリジェントL2スイッチ2台 293,700円
インテリジェントL2スイッチ2台 427,900円
シンプルL2スイッチ(HUB)45台　623,700円
庁舎内無線化対応作業費1式　2,361,359円
HP常時SSL対応作業費1式　330,000円
内部情報系パソコン7台　1,224,300円
内部情報系パソコン用消耗品（プリンター
トナー）　210,650円
合計　7,737,169円

LANケーブルなど物理回線に縛
られて、柔軟な分散業務体制が
確保できないことから、新型コ
ロナウイルス感染症対策とし
て、接触機会低減を目的に、役
場、くすのきホール、保健セン
ターにおいて分散業務を可能と
するため庁内LGWAN端末の無線
化を行い、職員間の接触機会の
低減、距離の確保を行い、新型
コロナウイルス感染症への感染
リスクを減らす。

令和2年度の庁内オンライン
会議等整備事業に加え、本事
業の実施によりインターネッ
ト回線だけではなくLGWAN回
線の無線環境も整備すること
ができた。それにより役場、
くすのきホール、保健セン
ター内のどの執務室でも業務
を行うことが可能となり職員
間の接触機会の低減、距離の
確保を実現することができ
た。

まちづく
り

推進課

観光産業
振興課

期間：令和3年4月～令和4年2
月
●対象者数：1,554人●申請
者数：563人●利用者数：453
人●累計発行枚数：12,834枚
●累計利用枚数：7,083枚●
累計利用割合：80.5%●発行
枚数対利用割合：55.2%
対象者のうち約3割が申請
し、うち8割以上が利用し
た。なお、95%以上が75歳以
上の高齢者であった。行先別
では、村外への移動が98%と
外出のきっかけに繋がった。
また、交通機関別でみると、
54.1%がタクシーを利用した
ことから3密を避ける移動を
選択した。結果、高齢者の引
きこもりを防止でき、密を避
けた移動にも繋がった。ま
た、公共交通機関の利用促進
を図ることができ、公共交通
機関の維持確保にも寄与でき
た。

コロナ禍における外出自粛制限
後の、妊産婦、高齢者、障がい
者、運転免許証返納者の外出支
援として、3密を避けたタク
シーや、路線バスで利用できる
500円分チケットを１ヶ月あた
り２枚配布する（のべ利用見込
者数8,000人）。
対象期間　令和3年4月～令和4
年2月利用分

タクシーチケット助成費
合計　3,541,500円

3,541,5003,541,500地域公共交通
事業費

土木総務費土木管理費


